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　写真は、双葉中学校の
新制服・体操服の発表会、
「双葉COLLECTION」
の様子です。
　地域住民や保護者など
からなる検討委員会で
は、在校生や保護者への
アンケートの実施、２年
間の協議を経て、新制服・
体操服を決定されまし
た。
　来年度から採用される
新制服・体操服は、多様
性に配慮し、機能的で、
地域や学校の特長を表現
したものになっていま
す。
　当日は、新制服に採用
されるエンブレムのコン
テストの結果発表も行わ
れ、ふたばが中央にあし
らわれたデザインは、中
学生の皆さんのしなやか
な心と無限の可能性を感
じさせるものでした。

地域活動とコラボ
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“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　一般質問
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クロ討
クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第41号　米原市税条例の一部を改正する条例について

　地方税法等の一部を改正する法律等の公布に伴い、森林環境税の導入等を行うた
め、条例の改正を行う。

議案第41号を原案のとおり可決することについて

賛成10人　×　反対４人　　賛成多数で可決

総務産業建設常任委員会で議案第４１号を原案のとおり可決することについて

　賛成５人　×　反対１人　　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP5

　森林環境税は、わが国の温室効
果ガス排出の削減や、災害防止を
図ることを目的に創設されたもの
である。
　この税金は森林を整備して森林
資源を確保することや、林業の担
い手の育成をするために使われる
ものである。
　具体的には、約6300万人から
１人年額１千円を徴収し、森林譲
与税として地方に配分される。
　森林面積が市面積の約63%を
占める本市においては、この譲与
税を活用して森林を整備し、手入
れの行き届いた森や立派な木々を
育てて後世に残すこと、併せて地
球温暖化防止を図っていく事が求
められている。以上の理由から、
補正予算に賛成する。

　今回の改正案は、来年度から森林
環境税を個人住民税に上乗せし、年
額１千円を徴収するという地方税
法の改正に伴うものである。
　地球温暖化対策は喫緊の課題と
はいえ、今回の森林環境税は、企業
等など法人には負担がなく個人住
民税のみに一律課税するものと
なっており不公平である。また、
滋賀県では「琵琶湖森林づくり県
民税」を、すでに徴収しており、事
業目的からして2重課税となるこ
とは明らかだ。この税の新設で、
市町には森林環境譲与税が交付さ
れるが、計画策定や計画に基づく
施策を行わなければならないた
め、行政側にも不安があると言わ
れている。このようなことから安
易に市民負担を増加させるべきで
はないため、反対するものである。

賛 成
議案第41号に対する討論

反 対
堀江　一三　議員 藤田　正雄　議員

討
論
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クロ討

クローズ
アップ討論1. 討論の対象議案

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第43号　米原市手数料条例の一部を改正する条例について
　コンビニ交付と同様の画面操作で戸籍の証明書等の交付申請ができる端末を導入し、その申請
に基づく証明書等の交付に係る手数料の額を定める。

総務産業建設常任委員会で議案第43号を原案のとおり可決することについて

賛成５人　×　反対１人　　賛成多数で可決

第２回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・同意とした案件

議案審査を付託された委員会
【総産建】総務産業建設　【健福教】健康福祉教育　【予算】予算

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
発議第　２号　特別委員会設置に関する決議案（決算特別委員会）
報告第　４号　公益財団法人伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団の決算および事業計画に関する書類の提出について
同意第　５号　米原市農業委員会委員の任命につき委員の過半数を認定農業者等およびこれらに準ずる者とすることについて
同意第６～２４号　米原市農業委員会委員の任命について
議案第３７号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第３号）
議案第３８号　令和５年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第３９号　令和５年度米原市水道事業会計補正予算（第１号）
議案第４０号　令和５年度米原市下水道事業会計補正予算（第１号）

【予算】

議案第４２号　 地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律の施行に伴う米原市固定資産税の特例
に関する条例の一部を改正する条例について

議案第４４号　米原市印鑑条例の一部を改正する条例について
【総産建】

議案第４５号　 米原市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例および米原市特定教育・保育施設および
特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 【健福教】

議案第４６号　財産の取得について（（仮称）磯公園事業用地）
議案第４７号　市道の路線認定について 【総産建】

同意第２５号　米原市教育長の任命について

議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派
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口
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谷

今
中

鹿
取

矢
野

中
川
松

鍔
田

中
川
雅

堀
江

山
本

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

振
角

細
野

議案第４１号　米原市税条例の一
部を改正する条例について

総
産
建

２ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第４３号　米原市手数料条例
の一部を改正する条例について

総
産
建

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

●賛否が分かれた案件 ※賛成者は「○」反対者は「×」　　議長は採決に加わりません。

※「報告」は、議決対象外です。

　コンビニ端末による諸証明の交付手数料を減額することについて、マイナン
バーカード取得は任意であり、取得を希望しない市民に対する差別であると反
対してきた。本改正は市役所等に設置する端末機で諸証明を交付する場合の手
数料をコンビニと同額にするという内容。一部、窓口の事務改善にはつながる
と思うが、マイナンバーカードを持たないものへの差別がさらに広がるため、改
正には反対である。
　またコストに対する質問に対して、コンビニ交付1件あたりのコストが1285
円との回答があった。減額された手数料とコストとの差額は税負担だ。多くの
市民は日常的に証明類を必要としていない。適正な受益者負担が何なのか考え
るべきだ。

反
対

藤
田
　
正
雄
　
議
員
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　5月2日に令和5年第2回臨時会が開催されまし
た。同会は、市民生活支援などを目的とした一般会
計補正予算などを審議するために緊急に開催しま
した。

　　議会が      した主な補正予算　　

●第２回臨時会　議決結果一覧

マイナンバーカード取得者に3千ポイント付与のため　約1億円を追加
物価高騰対策、住民税非課税世帯等へ1世帯あたり3万円を給付するため、約１億円を追加
低所得子育て世帯生活支援、児童１人あたり5万円を給付するため約４千万円増額

5月臨時会

●全員賛成で原案可決・承認とした案件 付託先委員会
報告第　１号　専決処分の報告について
報告第　２号　令和４年度米原市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
報告第　３号　令和４年度米原市下水道事業会計予算繰越計算書について
承認第　１号　専決処分の承認を求めることについて（令和４年度米原市一般会計補正予算（第 13 号））
承認第　２号　専決処分の承認を求めることについて（米原市税条例の一部を改正する条例）
承認第　３号　専決処分の承認を求めることについて（米原市都市計画税条例の一部を改正する条例）
承認第　４号　専決処分の承認を求めることについて（米原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
議案第３６号　財産の取得について（消防ポンプ自動車） 総務産業建設

●賛否が分かれた議案
　※賛成者は「○」反対者は「×」
　※議長は採決に加わりません。

付
託
先
委
員
会

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派
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議案第３５号　令和５年度米原市
一般会計補正予算（第２号）

予
算 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ × × ○ ○

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
へ

３
千
ポ
イ
ン
ト
付
与 

を
含
む
予
算
を
賛
成
多
数
で

クロ討

クローズ
アップ討論1. 討論の対象議案

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第35号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第２号）
　マインバーカード取得者に3千ポイントを付与する事業を含む、補正予算。

予算常任委員会（全体会）で議案第35号を原案のとおり可決することについて

賛成11人　×　反対２人　　賛成多数で可決

　すでに先行する事業で、国の最大2万5千ポイント付与と合わせ、市独自で1
万ポイントを付与するということを行っているため過剰である。そもそも、マ
イナンバーカードの取得は任意であり、このようにポイントで誘導するような
ことは許されない。
　国会ではマイナンバーカード法の改正案が、衆議院を通過しているが、その内
容は、マイナンバーカードを正規の保険証として使い、マイナンバーカードを持
たない人には資格証明書を発行するというものだ。すでにマイナンバーカード
を持たないものに対する差別が行われている。今回の3千ポイント付与は、さ
らに差別を助長するものと考えられることから、今回の補正予算に反対する。

反
対

藤
田
　
正
雄
　
議
員

議案第35号に対する討論

※「報告」は、議決対象外です。
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すべての人が身近に感じられる施設を目指して

  湖北広域行政事務センター 新一般廃棄物処理施設

よりよい広聴の在り方とは

  広聴の充実に向けて、実践と研究を進めています

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
デ
ジ
タ
ル
化

広
聴
推
進
委
員
会

　５月３０日に全議員を対象と
した湖北広域行政事務センター
の新一般廃棄物処理施設整備運
営事業の報告会が開催されまし
た。
　この事業は、設計・建設、令和
28年までの施設運営などを一
括して民間事業者に委ねるPFI
事業として実施され、湖北ハイ
トラスト株式会社と約536億円
の契約を締結済みです。

　同施設は、現在各地に分散する施設を集約し、ご
みやし尿をまとめて処理するための施設として整
備されます。
　また、脱炭素社会に対応し、可燃ごみなどの焼却
から発電し余熱の回収を行う施設、バイオガスを
発生させ有効利用を図る施設などを備え、二酸化
炭素を削減し、エネルギーの再利用を行います。
　すべての人が身近に感じられる施設を目指し
て、環境学習用のアトラクションなども設置され
る予定で、令和１０年4月の全施設供用開始に向
けて、本年６月から建設工事が開始されています。

　４月２７日には、県立米原高等学校生徒会の皆さんと実施したワークショップの報告書をまとめ
た後、今後の広聴の取り組みについて協議を行いました。
　また、５月29日には、議会における映像配信の在り方について技術的検証を行った後、広聴分野に
おける県内視察について協議を行いました。

新施設の鳥
ちょうかん
瞰図（長浜市木尾町）

各種環境学習・体験施設の整備　※施設は一例として記載
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報告します！問　
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
地
区
別
設
置
数
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

　
ま
た
、
現
在
自
治
会
要

望
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
犯
罪
件
数
を

考
慮
し
て
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答　
市
の
補
助
事
業
と
警

察
の
補
助
事
業
が
あ
り
、

全
部
で
27
基
で
す
。
内
訳

は
、 

米
原
地
域
４
基
、 

近

江
地
域
７
基
、
山
東
地
域

10
基
、
伊
吹
地
域
６
基
で

す
。

　
自
治
会
に
よ
っ
て
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な

ど
か
ら
前
向
き
に
考
え
て

お
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
制
度
活
用
も

含
め
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続

け
な
が
ら
、
地
域
の
安
全

性
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　

補
助
対
象
団
体
の 

（
仮
称
） 

近
江
長
岡
大
好

き
倶
楽
部
は
ど
の
よ
う
な

団
体
か
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら

待
合
室
を
借
用
す
る
事
業

主
体
は
誰
か
。

答　
こ
の
団
体
は
、西
山
、

長
岡
、
万
願
寺
の
各
自
治

会
長
な
ど
を
会
員
と
し
、

自
治
会
で
認
め
ら
れ
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
任
意

団
体
で
す
。
近
江
長
岡
駅

待
合
室
の
活
用
事
業
や
地

域
内
の
景
観
形
成
事
業
、

ホ
タ
ル
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
幅
広
く
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た

団
体
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
体
は
市

で
は
な
く 

（
仮
称
） 

近
江

長
岡
大
好
き
倶
楽
部
で
す
。

問　
３
地
区
が
中
心
に
な

っ
て
、
任
意
団
体
を
つ
く

り
地
域
を
活
性
化
さ
れ
る

と
い
う
趣
旨
は
理
解
で
き

る
が
、
継
続
し
て
い
け
る

の
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
補
助
金

だ
け
で
よ
い
の
か
、
市
の

支
援
は
必
要
な
い
の
か
。

答　
団
体
を
設
立
し
、
長

岡
駅
待
合
室
を
利
用
し
て

地
域
を
活
性
化
し
た
い
と

の
相
談
を
受
け
、
協
議
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、 

２
年
目
以
降
、 

物
販

販
売
な
ど
の
収
益
を
見
込

み
、
活
動
す
る
計
画
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
事
業
へ
の
思
い
を
受
け
、

市
は
補
助
金
の
活
用
を
し

な
が
ら
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

問　
国
の
森
林
環
境
税
と

県
の
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り

県
民
税
の
違
い
は
。

答　
森
林
環
境
税
は
わ
が

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
目
標
の
達
成
や
災
害
防

止
を
図
る
た
め
、
森
林
整

備
等
に
必
要
な
地
方
財
源

を
安
定
的
に
確
保
す
る
観

点
か
ら
創
設
さ
れ
た
国
税

で
す
。
６
年
度
か
ら
課
税

を
開
始
し
て
、
市
町
村
が

住
民
税
と
合
わ
せ
て
賦
課

徴
収
し
、
国
は
そ
れ
を
森

林
環
境
譲
与
税
と
し
て
、

都
道
府
県
や
市
町
村
に
配

分
さ
れ
ま
す
。

　
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県

民
税
は
、
琵
琶
湖
と
森
林

の
関
係
を
重
視
し
な
が
ら
、

県
民
の
協
働
に
よ
る
森
林

づ
く
り
を
推
進
す
る
の
に

必
要
な
費
用
に
充
て
る
た

め
、
平
成
18
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
里
山
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
、
健
康
な
森
林

づ
く
り
、
森
林
環
境
学
習

事
業
に
充
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
総
員
賛

成
で
可
決
す
る
も
の
と
確

認
し
、 

議
案
第
41
号
、 

議

案
第
43
号
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
ほ
か
の
議
案
は
、
総

員
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ

設
置
事
業
補
助
金

討
論
・
採
決
結
果

近
江
長
岡
駅
待
合
室

活
用
支
援
補
助
金

議
案
第
41
号

米
原
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
矢
野 

邦
昭

　
　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

　
　
委
　
員
　
藤
田 

正
雄
、今
中 

力
松
、堀
江 

一
三

　
　
　
　
　
　
𠮷
田 
周
一
郎
、鍔
田 

明

近江長岡駅待合室の現況



市議会だより9

問　
体
育
施
設
費
の
助
成

が
８
０
０
万
円
あ
ま
り
増

加
し
て
い
る
が
、
財
源
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
が
８
１
２
万
６
千

円
入
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、 

元
々
、 

当
初
予
算
で

財
源
と
し
て
予
定
を
し
て

い
た
地
方
債
と
基
金
を
調

整
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

地
方
債
に
つ
い
て
は
、 

７

７
０
万
円
の
減
額
、
基
金

に
つ
い
て
は
、
50
万
円
の

減
額
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

問　
生
活
保
護
費
の
シ
ス

テ
ム
改
修
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
の
改

修
は
含
ま
れ
る
の
か
。

答　
今
回
の
補
正
内
容
は
、

生
活
保
護
費
の
生
活
扶
助

費
の
改
定
と
被
保
護
者
調

査
に
関
す
る
調
査
項
目
の

追
加
に
関
係
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
改
修
は
、
令
和

５
年
３
月
の
国
の
通
知
に

基
づ
く
も
の
で
す
。
本
件

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
シ
ス
テ
ム
改
修
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
の
債
務
負

担
行
為
自
体
は
問
題
な
い
。

　
１
億
３
７
４
０
万
円
の

大
枠
で
ま
と
め
ら
れ
た
が
、

こ
れ
に
対
す
る
特
定
財
源

は
ど
の
程
度
、
見
込
ま
れ

て
い
る
の
か
。

答　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
の
債
務
負

担
行
為
の
設
定
に
あ
た
っ

て
の
財
源
に
つ
い
て
、
国

県
支
出
金
は
、
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
の
交
付

金
を
充
当
し
ま
す
。
充
当

率
は
全
体
を
１
と
し
た
場

合
、 

国
費
が
０
・
３
８
５

で
、 

県
費
が
０
・
１
９
２

５
で
す
。

　
そ
の
他
の
財
源
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
は
、 
以
前
、 

介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
で
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

一
般
会
計
の
事
業
に
充
当

さ
れ
る
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
交
付
金
の
対
象

事
業
で
あ
る
た
め
、
３
年

度
か
ら
一
般
会
計
の
事
業

と
し
た
こ
と
か
ら
発
生
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

介
護
保
険
料
を
一
般
会
計

に
繰
り
出
す
形
で
充
当
し

て
お
り
、
財
源
は
１
号
保

険
料
で
、
全
体
を
１
と
し

た
場
合
、
充
当
率
は
０
・

２
３
で
す
。

問　
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
費
に
つ
い
て
、 

２
千

万
円
も
の
国 

（
県
） 

支
出

金
の
マ
イ
ナ
ス
補
正
と
な

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
県

を
通
じ
て
国
と
調
整
し
て

き
た
と
思
う
が
、
ど
う
し

て
、
こ
の
よ
う
な
財
源
の

齟そ

齬ご

が
発
生
し
た
の
か
。

答　
市
で
試
算
し
て
い
た

額
に
齟そ

齬ご

が
あ
っ
た
こ
と

が
原
因
で
す
。
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
米
原
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
お
よ
び
米
原
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
お
よ
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

問　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
上

部
組
織
の
長
は
、
内
閣
総

理
大
臣
と
い
う
理
解
で
よ

い
の
か
。

答　
お
見
込
み
の
と
お
り

で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
お

よ
び
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
は
、
討
論

は
な
く
総
員
賛
成
で
可
決

す
る
も
の
と
確
認
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
条
例
関
係
の
１

議
案
は
、
討
論
は
な
く
総

員
賛
成
に
よ
り
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

体
育
施
設
費
助
成
金
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
債
務
負
担
行
為
設
定
の
財
源

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
費
の

大
幅
な
国(

県)

支
出
金
マ
イ
ナ
ス
補
正

報告します！

健
康
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会　
健
康
福
祉
教
育
分
科
会

　
　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
𦚰 

正
孝

　
　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

　
　
委
　
員
　
振
角 

大
祐
、山
口 

久
志
、礒
谷 

晃

　
　
　
　
　
　
中
川 
雅
史
、中
川 

松
雄
、山
本 

克
巳

一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
関
係

討
論
・
採
決
結
果

こども家庭庁『こども家庭庁について』から抜粋



こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

市議会だより 10

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減

少
す
る
中
、
２
０
２
５
年

開
催
の
滋
賀
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
本
市
は
ど
の
よ

う
な
目
標
を
掲
げ
、
機
運

を
高
め
て
い
く
の
か
。

答　
開
催
基
本
方
針
で
、

５
つ
の
実
施
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
機
運
醸
成
の

た
め
、
横
断
幕
を
市
内
３

カ
所
に
設
置
し
、
６
月
18

日
に
は
、 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
を
招
い
た
「
夢
見
る

ホ
ッ
ケ
ー
教
室
」
が
Ｏ
Ｓ

Ｐ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

10
月
15
日
に
は
、
昨
年
度

に
続
き
、
国
ス
ポ
の
機
運

醸
成
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ョ
イ

ス
ポ
パ
ー
ク
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
広
報
ま
い
ば

ら
や
伊
吹
山
テ
レ
ビ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ

ト
）
な
ど
各
種
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

社
会
教
育
団
体
な
ど
、
市

内
の
団
体
や
市
民
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
機
運
醸
成
に
努
め

ま
す
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
取

り
組
む
各
団
体
に
は
補
助

金
等
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

答　
補
助
金
な
ど
、 

ス
ポ

ー
ツ
全
体
の
支
援
と
し
て
、

５
年
度
予
算
は
、 
１
１
１

５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、 

市
の
ス
ポ

ー
ツ
協
会
に
３
２
５
万
円
、

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
２

７
０
万
円
、
４
地
区
の
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
へ
２
０
０
万
円
、
ホ
ッ

ケ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
滋
賀
へ

１
０
０
万
円
、
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
大
会
選
手
育
成
強

化
交
付
金
１
０
０
万
円
、

大
会
出
場
激
励
金
と
し
て

１
２
０
万
円
で
す
。

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
参

加
者
が
集
ま
り
に
く
い
状

況
だ
。
補
助
金
に
お
け
る

備
品
や
景
品
等
の
購
入
要

件
を
緩
和
で
き
な
い
か
。

答　
原
則
、
財
産
と
な
る

備
品
購
入
は
対
象
外
で
す
。

市
が
所
有
す
る
備
品
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
必
要
に
応
じ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復

に
向
け
、
活
発
な
事
業
の

進
展
を
図
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
た
め
、
集
客
の
効

果
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、

補
助
要
件
の
緩
和
に
つ
い

て
は
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問　
庁
舎
東
側
の
壁
面
は

国
道
に
面
し
て
お
り
、
信

号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や

歩
行
者
の
視
野
に
必
ず
入

る
。

　
か
な
り
の
交
通
量
で
あ

る
こ
と
を
利
点
と
捉
え
、

こ
の
壁
面
の
利
活
用
を
考

え
る
べ
き
だ
。
例
え
ば
、

市
内
出
身
の
活
躍
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
応
援

幕
な
ど
を
掲
げ
て
も
よ
い

の
で
は
。
何
か
基
準
は
あ

る
の
か
。

答　
懸
垂
幕
の
掲
出
は
、

開
庁
以
来
、
各
部
局
か
ら

の
届
け
出
に
よ
り
、
情
報

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
市

内
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者

の
活
躍
が
、
ま
ち
を
元
気

に
す
る
原
動
力
で
も
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を

応
援
で
き
る
場
所
と
し
て

有
効
に
活
用
し
ま
す
。
基

準
と
し
て
は
、
掲
出
期
間

は
原
則
１
カ
月
で
、
機
運

醸
成
を
図
る
た
め
の
啓
発

や
情
報
発
信
な
ど
、
各
担

当
課
が
そ
の
有
効
性
を
判

断
し
掲
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○米原市のスポーツについての取り組みを問う

録画配信
はこちら

山本　克巳　議員

市庁舎東側の２つある懸垂幕レーン

補
助
金
の
使
用

要
件
緩
和
の
考
え
は

庁
舎
東
側
の
壁
面
に
あ
る

懸
垂
幕
レ
ー
ン
の
活
用
を

市
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
団

体
へ
の
支
援
は

国
ス
ポ
で
の
市
の
目
標
と

機
運
を
高
め
る
施
策
は
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○チャットＧＰＴを活用した行政サービスを
○包括連携協定の締結に向けて
〇物流事業でのＣＯ₂（二酸化炭素）削減へ

問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
活

用
で
き
る
か
。

答　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、

質
問
に
Ａ
Ｉ
の
学
習
機
能

で
回
答
し
ま
す
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
組
み
込
む
こ
と

で
、
市
民
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
疑
問
や
問
題
に
迅
速

に
応
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
質
問
内
容
に

よ
っ
て
回
答
や
情
報
の
正

確
性
、
デ
ー
タ
の
保
護
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
な

ど
懸
念
事
項
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
直
接
的
か
つ
即
時

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

し
生
成
Ａ
Ｉ
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
上
で
大

切
で
あ
り
、
具
体
的
な
導

入
や
活
用
に
向
け
、
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。

問　
職
員
の
業
務
負
担
軽

減
や
業
務
効
率
化
に
活
用

で
き
る
か
。

答　

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用

は
情
報
収
集
、 

文
章
要
約
、

資
料
や
議
事
録
作
成
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
期
待

で
き
ま
す
。
一
方
、
機
密

情
報
の
取
り
扱
い
、
個
人

情
報
や
著
作
権
の
保
護
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
リ

ス
ク
も
生
じ
る
た
め
、
適

切
な
ル
ー
ル
を
備
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
職

員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
、
適
切

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

や
活
用
ル
ー
ル
の
策
定
を

講
じ
た
上
で
、
そ
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
教
育
現
場
で
の
活
用

は
。

答　
教
材
研
究
や
報
告
文

書
作
成
、
課
題
や
指
導
計

画
作
成
の
参
考
に
な
り
ま

す
が
、
知
識
の
新
し
さ
や

感
情
・
倫
理
的
判
断
に
制

約
が
あ
り
ま
す
。
問
題
点

を
認
識
し
つ
つ
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
な
ど
活
用

方
針
を
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

関
す
る
調
査
研
究
部
会
」

で
検
討
し
ま
す
。

問　
包
括
連
携
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　
包
括
連
携
協
定
は
住

民
ニ
ー
ズ
に
合
う
民
間
サ

ー
ビ
ス
の
活
用
や
地
域
課

題
の
解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

民
間
企
業
も
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
展
開
や
社
会
貢
献
活

動
が
可
能
で
す
。（
株
）セ

ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
と
の
協
定
で
は
、
農

産
物
販
売
や
市
事
業
の
Ｐ

Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
鉄
道

グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
、
双
方
が

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
い

ま
す
。

問　
協
定
締
結
の
申
し
出

へ
の
対
応
は
。

答　
民
間
企
業
側
の
意
向

や
締
結
の
目
的
等
を
伺
い
、

市
役
所
各
部
署
に
照
会
し
、

企
業
側
に
期
待
す
る
こ
と

や
相
互
連
携
で
き
る
施
策
、

実
現
性
な
ど
を
双
方
が
確

認
し
、 

具
体
的
な
ア
ク
シ

ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
目
標

を
共
有
し
意
見
を
す
り
合

わ
せ
、 

課
題
解
決
に
向
け
、

実
の
あ
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
宅
配
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
補

助
金
の
創
設
は
。

答　
宅
配
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
促

進
の
た
め
、
国
土
交
通
省

の
「
こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い

支
援
事
業
」
や
市
独
自
の

補
助
を
行
う
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。
再
配
達
減
少
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
補
助
を
行
う

と
効
果
が
あ
る
か
研
究
し

ま
す
。

録画配信
はこちら

包
括
連
携
協
定
の
締
結

に
向
け
た
施
策
展
開

宅
配
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
促
進

補
助
金
の
創
設
を
提
案

Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

中川　雅史　議員

チャットGPTとは
　 正 式 名 称 は、Chat Generative Pre-

trained Transformerであり、直訳すれば

「チャット生成可能な事前学習済み変換器」と

いう意味で、生成型AIの一種です。

生成型AIとは
　データやコンテンツを生成できるAIのこと

です。例えば、画像、テキスト、音声、動画など

を生成することができます。生成型AIは、発

展途上ですが、今後、さまざまな分野での活用

が期待されています。
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問　
左
の
図
に
よ
れ
ば
、

市
内
で
も
う
け
た
付
加
価

値
（
地
域
内
総
生
産
）
が

３
７
２
７
億
円
で
、
そ
の

価
値
が
市
内
企
業
や
労
働

者
な
ど
に
分
配
さ
れ
た
所

得
は
、 

２
０
７
９
億
円
で

か
な
り
目
減
り
し
て
い
る
。

で
は
、ど
こ
に
流
れ
て
い

る
の
か
。
ま
ず
、 

地
域
内

総
生
産
の
４
７
・
８
％
、

１
７
８
３
億
円
が
市
外
の

企
業
本
社
等
に
流
出
し
て

い
る
。

　
生
産
し
た
付
加
価
値
の

約
半
分
が
市
外
流
出
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
地
域

経
済
循
環
の
持
続
的
発
展

の
観
点
か
ら
、
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
に
立
地
す
る
製

造
業
の
大

半
が
市
外

に
本
社
を

置
い
て
い

ま
す
。
市

内
の
工
場

な
ど
の
利

益
は
、
ま

ず
は
本
社

の
利
益
と

し
て
計
上

さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
の

再
投
資
は
、

各
工
場
の

立
地
す
る

地
域
の
経
済
循
環
の
持
続

可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、

企
業
全
体
の
経
営
状
況
に

よ
り
、
本
社
が
投
資
方
針

を
決
定
す
る
仕
組
み
が
大

き
な
理
由
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
大
企
業
誘
致
が
地
域

の
企
業
育
成
や
地
域
経
済

の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、

私
は
、
企
業
誘
致
に
反
対

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

工
業
用
地
な
ど
を
用
意
し

た
り
、
各
種
の
優
遇
措
置

を
講
じ
た
り
す
る
工
場
や

事
業
所
誘
致
か
ら
脱
却
し

て
、
地
域
経
済
循
環
を
行

う
力
を
つ
く
り
出
す
べ
き

だ
。
つ
ま
り
、
地
域
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
主
体
が
、

毎
年
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た

お
金
を
市
内
に
投
資
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
内
労
働

者
の
雇
用
や
原
材
料
・
部

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
を

繰
り
返
し
、
市
内
の
労
働

者
や
農
家
、
商
工
業
者
の

生
産
と
生
活
を
維
持
・
拡

大
で
き
る
力
が
備
わ
れ
ば
、

住
民
一
人
一
人
の
生
活
が

成
り
立
ち
、
地
域
経
済
の

持
続
的
発
展
が
可
能
に
な

る
。
市
の
考
え
は
、 

ど
う

か
。

答　
市
の
地
域
性
を
い
か

し
て
生
産
活
動
を
行
う
こ

と
で
、 

所
得
を
稼
ぎ
、 

そ

の
稼
い
だ
所
得
が
市
外
に

過
度
に
流
出
せ
ず
、
地
域

内
で
循
環
す
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
循
環
の
流
れ
を
太

く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国

内
の
取
り
組
み
例
で
地
域

振
興
策
も
あ
り
、
米
原
創

生
総
合
戦
略
づ
く
り
で
も

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　
一
方
、
外
部
資
本
な
し

に
地
域
経
済
の
持
続
的
発

展
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

誘
致
条
例
の
見
直
し
に
併

せ
、
外
部
資
本
に
対
し
て

も
で
き
る
だ
け
地
域
経
済
、

社
会
と
の
相
互
利
用
が
強

ま
る
方
向
に
誘
導
で
き
る

よ
う
並
行
し
て
内
容
を
と

と
の
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
医
療
提
供
体
制
が
薄

い
地
域
の
医
療
分
野
に
、

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

も
と
づ
く
新
た
な
事
業
体

の
誘
致
を
。

答　
地
域
で
利
益
を
生
み
、

そ
の
利
益
を
再
投
資
し
て

い
く
地
域
経
済
循
環
の
観

点
か
ら
考
え
る
と
、
一
定

の
人
口
規
模
が
な
け
れ
ば
、

経
済
活
動
と
し
て
成
り
立

た
な
い
と
考
え
て
お
り
、

小
規
模
自
治
体
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、現
在
、開
業
医
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

山𦚰　正孝　議員

○地域に仕事と所得と安心を生む地域経済循環

総
所
得
の
半
分
が

市
外
へ
流
出

大
企
業
誘
致
か
ら
の

転
換
を

医
療
分
野
に

事
業
体
の
誘
致
を

録画配信
はこちら

米原市の所得循環構造（環境省地域経済循環分析自動作成ツールから作成）
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問　
近
年
、
帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

の

発
症
者
数
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
影
響
は
特
に

高
齢
者
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
市

で
は
、
ど
の
よ
う
な
予
防

策
と
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　
帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

は
、
免
疫

が
低
下
し
た
と
き
に
発
症

し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
予
防
策
が
有
効
で

す
が
、 

ま
ず
は
、 

免
疫
を

低
下
さ
せ
な
い
生
活
を
心

が
け
る
こ
と
が
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
免
疫
機
能
を
高
め
る

た
め
の
食
事
や
フ
レ
イ
ル 

（
虚
弱
） 

予
防
の
た
め
の

運
動
を
紹
介
し
、
感
染
症

予
防
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問　
予
防
に
つ
い
て
、
免

疫
機
能
を
高
め
る
事
よ
り

も
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
と
考

え
る
が
、接
種
費
用
は
。

答　
帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン

は
、 

予
防
接
種
法
で
は
、

任
意
接
種
の
た
め
、
生
ワ

ク
チ
ン
は
、
接
種
回
数
１

回
で
１
回
８
千
円
程
度
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
接

種
回
数
２
回
で
、 

１
回
２

万
円
以
上
、 

２
回
で
は
４

万
円
以
上
で
す
。

問　
接
種
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
本
市
は
行
え
な
い

の
か
。

答　
国
・
県
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
帯
状

疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
化
に
向
け
た
国
の
議
論

を
注
視
し
ま
す
。

問　
視
覚
障
が
い
者
用
活

字
文
書
読
上
げ
装
置
は
、

型
も
古
く
現
在
は
生
産
さ

れ
て
い
な
い
。
現
在
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し

た
ア
プ
リ「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」

が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
広

報
や
通
知
文
に
積
極
的
に

活
用
す
る
必
要
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　
広
報
誌
な
ど
各
種
媒

体
を
誰
に
で
も
わ
か
り
や

す
い
も
の
と
す
る
た
め
、

何
が
有
効
で
あ
る
か
検
討

し
ま
す
。

問　
太
陽
光
を
活
用
す
る

太
陽
光
発
電
の
普
及
推
進

が
進
ん
で
い
る
。
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
の
助
成
を
行
っ
て
い
る

が
、
県
の
助
成
と
併
用
で

き
る
の
か
。

答　
市
は
、
個
人
住
宅
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化

と
家
電
を
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
を
合
わ
せ
て
導
入
し

た
場
合
、
４
万
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
は
、
固
定
価
格
買
取
制

度
お
よ
び
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
の

事
業
計
画
認
定
を
受
け
な

い
も
の
で
あ
り
、
当
該
設

備
容
量
が
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
シ
ス
テ
ム
で
上
限

30
万
円
ま
で
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
寿

命
は
約
20
年
と
い
わ
れ
る

が
、
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル

の
廃
棄
費
用
は
。

答　
太
陽
光
発
電
施
設
の

廃
止
、
撤
去
に
伴
う
廃
棄

物
処
理
は
、
設
置
者
の
責

務
で
す
。
ま
た
費
用
は
、

10
万
円
か
ら
40
万
円
程
度

必
要
で
す
。

問　
災
害
や
火
災
な
ど
で

破
損
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
、
感
電
事
故
の
可
能
性

が
あ
る
。
危
険
性
の
周
知

は
。

答　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
消

防
活
動
は
、
団
員
講
習
な

ど
を
行
い
、
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設

備
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
、

家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設

備
で
あ
っ
て
も
、
危
険
性

を
伴
う
こ
と
か
ら
専
門
業

者
に
委
託
し
て
、
産
業
廃

棄
物
と
し
て
処
理
が
必
要

で
す
。

○帯状疱
ほう

疹
しん

について
○視覚障がい者や高齢者など誰にもやさしい
　　　　　情報のユニバーサルデザインについて
〇太陽光発電について

太
陽
光
パ
ネ
ル
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

視
覚
障
が
い
者
用

活
字
文
書
読
上
げ

装
置
に
つ
い
て

録画配信
はこちら

FＩP制度とは
　再エネ発電事業者が卸市場などで売電したとき、その売電

価格に対して一定のプレミアム（補助額）を上乗せする仕組み

のことです。

　なお、固定価格買取制度は、電気事業者が一定期間、一定価

格で買い取ることを義務付ける制度です。

細野　正行　議員

帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

の
予
防
策

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
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問　
そ
の
後
の
市
内
の
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
・
オ
オ

カ
ワ
ジ
シ
ャ
等
の
除
去
状

況
は
。

答　
県
が
平
成
21
年
度
か

ら
23
年
度
に
か
け
て
県
内

全
域
で
行
っ
た
生
息
調
査

や
２
年
度
の
調
査
で
、
市

内
で
も
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
・
オ
オ
フ
サ
モ
・
オ
オ

カ
ワ
ジ
シ
ャ
の
生
息
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

目
撃
情
報
と
合
わ
せ
生
息

を
把
握
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

は
、
市
内
の
道
路
沿
い
や

河
川
堤
防
な
ど
で
見
ら
れ
、

道
路
・
河
川
管
理
者
が
行

う
除
草
な
ど
で
、
除
去
し

て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
特
定
外
来
生

物（
植
物
）対
策
は
。

答　
自
然
環
境
へ
の
影
響

は
、
生
育
状
況
や
土
地
の

条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
、

そ
の
対
策
は
、
分
布
や
増

加
傾
向
の
把
握
、
啓
発
活

動
、
駆
除
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
ま
た
、
市

や
県
、
土
地
の
管

理
者
や
市
民
と
連

携
協
力
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
引
き
続
き
適
切

な
対
策
を
取
り
な

が
ら
、
本
市
の
自

然
環
境
の
保
全
に

努
め
ま
す
。

問　
地
域
を
大
事
に
し
た

学
校
教
育
の
課
題
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
で
、
学

校
は
臨
時
休
校
、
行
事
の

中
止
や
縮
小
を
経
験
し
、

大
き
な
声
を
出
し
た
り
密

に
な
っ
た
り
す
る
教
育
活

動
も
見
合
わ
せ
て
き
ま
し

た
。
地
域
学
習
で
も
、
可

能
な
限
り
地
域
を
教
材
と

し
た
教
育
に
取
り
組
ん
だ

も
の
の
、
密
に
な
る
活
動

な
ど
は
実
施
を
見
合
わ
せ

た
り
規
模
を
縮
小
し
た
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
時
の
マ
ス
ク

着
用
は
、
口
を
し
っ
か
り

開
け
て
話
し
た
り
、
相
手

の
表
情
か
ら
気
持
ち
を
読

み
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
児
童
生
徒
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
妨
げ
に
も
な
り
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
友
達
と
楽
し

く
会
話
が
で
き
る
給
食
の

時
間
に
は
、
黙
食
が
求
め

ら
れ
、
友
達
と
歌
や
演
奏

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

音
楽
の
時
間
に
は
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て

飛
沫
に
気
を
付
け
な
が
ら

の
制
限
さ
れ
た
活
動
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち

が
生
き
生
き
と
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
を
大
事
に
し
た
学
習

を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
必
要
な
教
育
活

動
を
で
き
る
限
り
取
り
戻

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で

す
。

問　
今
後
の
米
原
市
の
高

齢
者
対
策
は
何
に
力
を
入

れ
る
の
か
。

答　
従
前
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
、 

ま
た
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
が
65
歳
以
上
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
を
見
据
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
、

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

の
充
実
・
推
進
や
地
域
共

生
社
会
の
実
現
な
ど
を
高

齢
者
対
策
の
重
点
的
な
取

り
組
み
と
し
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
停
滞
し
て
い
た
地
域
の

通
い
の
場
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
中
、
市
民
相
互

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た

「
生
き
が
い
・
仲
間
づ
く

り
」 

の
輪
を
再
び
広
げ
、

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

鹿取　和幸　議員

○市における特定外来生物（植物）の除去対策
〇地域を大事にした学校教育
○米原市の高齢者対策

録画配信
はこちら

市
に
お
け
る

特
定
外
来
生
物︵
植
物
︶

の
除
去
対
策

地
域
を
大
事
に
し
た

学
校
教
育

米
原
市
に
お
け
る

高
齢
者
対
策

市内のオオキンケイギクの生息状況
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矢野　邦昭　議員

問　
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
置
の
中
期
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
施
策
は
。

答　
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ハ
ウ

ス
普
及
促
進
事
業
補
助
金

を
創
設
し
、
行
動
変
容
に

効
果
的
な
環
境
省
の
「
家

庭
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
用

い
て
、
市
民
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
屋
根
を
借

り
る
事
業
な
ど
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

問　
市
道
観
音
寺
野
一
色

線
（
野
一
色
す
み
れ
が
丘

か
ら
朝
日
） 

は
、 

２
０
１

４
年
か
ら
計
画
に
上
が
っ

た
が
、
整
備
箇
所
に
な
ら

ず
10
年
間
も
待
っ
て
い
る
。

幅
員
が
狭
く
、
す
れ
違
い

時
、
民
地
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
早
急

に
整
備
す
べ
き
道
路
で
あ

る
。
10
年
以
上
長
期
間
の

施
工
保
留
の
な
い
よ
う
、

投
資
可
能
額
の
増
額
を
さ

れ
た
い
。

答　
こ
の
よ
う
な
道
路
が

市
内
に
は
多
く
、
財
源
の

確
保
等
の
理
由
か
ら
中
期

計
画
路
線
で
の
位
置
づ
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資

可
能
額
の
増
額
は
、
必
要

な
道
路
整
備
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
国
や
県
の

補
助
金
な
ど
、
道
路
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問　
大
東
中
学
校
ま
で
は

歩
道
付
き
2
車
線
で
あ
り
、

南
の
県
道
大
野
木
志
賀
谷

長
浜
線
ま
で
2
車
線
化
し
、

事
業
効
果
を
高
め
る
べ
き

で
は
。

答　
市
場
地
先
の
安
全
な

道
路
空
間
を
確
保
し
、
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
山
東
へ
通

ず
る
道
路
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
先
は
、
池
下
地
先
の

集
落
内
を
通
る
道
路
で
、

２
車
線
化
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
道
路
網
整
備

計
画
の
見
直
し
の
中
で
検

討
し
ま
す
。

問　
こ
の
道
路
は
、
歩
道

に
鴨
の
里
盆
梅
展
と
同
様

の
し
だ
れ
梅
が
街
路
樹
と

さ
れ
て
い
る
。
国
道
３
６

５
号
か
ら
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
山
東
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
も
あ
り
、
大
東
中
学

校
運
動
場
南
沿
い
市
道
約

２
０
０
ⅿ
を
改
良
し
、
名

古
屋
、
長
浜
方
面
か
ら
の

観
光
客
を
誘
引
す
る
道
路

を
完
成
す
べ
き
で
は
。

答　
改
良
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
国
道
３
６
５

号
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
、
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
の
中
で
検
討
を
し

ま
す
。

問　
２
車
線
の
広
い
歩
道

付
き
市
道
が
開
通
し
た
。 

１
社
の
物
流
の
ハ
ー
ド
投

資
に
と
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

れ
を
有
効
利
用
で
き
る
よ

う
、 

農
業
以
外
で
も
、 

こ

れ
に
見
合
っ
た
土
地
利
用

の
位
置
づ
け
を
す
べ
き
で

は
。

答　
周
辺
は
一
定
の
農
業

施
設
整
備
を
行
い
、
農
地

保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
一
方
、
昨
年
９

月
に
策
定
し
た
米
原
市
国

土
利
用
計
画
の
中
で
、
当

該
道
路
沿
線
は
、
国
道
や

新
設
市
道
の
活
用
を
想
定

し
、
将
来
の
土
地
利
用
構

想
を
工
業
用
地
と
位
置
付

け
て
お
り
、
全
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
の
中
で
考
え

ま
す
。

○米原市地球温暖化対策実行計画の太陽光発電
〇2024道路網整備計画の見直し
〇市道市場間田線他と国道365号の開通

録画配信
はこちら

２
０
２
４
道
路
網
整
備

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

米
原
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
太
陽
光
発
電

に
つ
い
て

市
道
市
場
間
田
線
他
と

国
道
３
６
５
号
の

開
通
に
つ
い
て

大東中学校周辺道路網の地図
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問　
米
価
の
下
落
傾
向
が

続
く
中
、
安
定
し
た
農
業

経
営
を
維
持
し
、
農
地
の

保
全
と
農
村
環
境
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、 

10
年
、

20
年
先
を
見
越
し
た
計
画

的
な
農
家
支
援
策
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
施
策
は
ど

う
か
。

答　
市
で
は
、
安
定
し
た

農
業
経
営
を
維
持
す
る
た

め
の
支
援
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
地
域
計
画
策
定
の

推
進
と
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
地
域
計
画
は
、
集
落
等

で
守
り
続
け
て
き
た
農
地

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
効
率
的
な
営
農
を
目

指
し
た
農
地
集
約
化
や
新

規
就
農
者
確
保
、
集
落
営

農
の
継
続
性
確
保
等
の
観

点
で
、
お
お
む
ね
10
年
後

を
見
据
え
た
、農
地
を「
誰

が
」「
ど
ん
な
風
に
」耕
作

す
る
か
な
ど
、
未
来
の
農

地
利
用
の
姿
を
明
確
に
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
農
業

用
機
械
導
入
支
援
事
業
や
、

農
業
経
営
の
省
力
化
、
負

担
軽
減
を
図
る
ス
マ
ー
ト

農
業
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
な
が
ら
計
画
的
に
農

業
者
を
支
援
し
ま
す
。

問　
コ
メ
の
安
定
供
給
の

た
め
、
後
継
者
の
育
成
や

新
規
就
農
者
の
確
保
は
ど

う
す
る
の
か
。

答　
本
年
度
か
ら
新
た
な

担
い
手
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
を
目
的
に
、
農
業
経
験

が
な
く
て
も
実
習
や
座
学

を
通
じ
て
野
菜
作
り
等
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
ま

い
ば
ら
農
業
塾
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
塾
は
、
本
年
８
月

か
ら
翌
年
１
月
ま
で
10
回

の
予
定
で
、
県
湖
北
農
業

農
村
振
興
事
務
所
の
職
員

や
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
伊
吹
農
業

協
同
組
合
の
指
導
員
、
市

内
農
業
者
な
ど
が
講
師
と

な
り
、
農
業
の
基
本
的
な

知
識
や
農
機
具
の
使
い
方

な
ど
を
教
え
、
地
域
農
業

の
新
た
な
担
い
手
を
育
成

し
ま
す
。

問　
わ
が
国
の
人
口
が
２

０
７
０
年
に
は
、
９
千
万

人
を
割
り
込
む
と
と
も
に

高
齢
化
率
が
39
％
に
な
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　
本
市
で
も
確
実
に
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、
市
外

か
ら
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
効
果
的
な
施
策
は

あ
る
か
。

答　
本
市
で
は
、
交
通
ア

ク
セ
ス
性
の
高
さ
と
豊
か

な
地
域
資
源
の
双
方
を
併

せ
持
つ
特
徴
を
生
か
し
、

市
外
か
ら
の
若
者
世
代
移

住
促
進
の
た
め
の
「
新
幹

線
通
勤
者
定
期
券
等
補
助

金
」
や
、 

オ
フ
ィ
ス
移
転

に
よ
る
移
住
を
促
進
す
る

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

等
開
設
補
助
金
」
な
ど
を

創
設
し
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
本
市
は
、
災
害
も
少

な
く
美
し
い
景
観
が
あ
る

が
、 

そ
の
活
用
は
ど
う
か
。

答　
県
で
は
昨
年
11
月
県

北
部
地
域
の
特
性
や
魅
力

を
生
か
し
た
さ
ら
な
る
振

興
を
目
的
に
「
北
の
近
江

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」 

を
設
置
さ
れ
、 

９
年

度
ま
で
の
５
年
間
、
米
原

市
、 

長
浜
市
、 

高
島
市
と

の
連
携
を
強
め
、
移
住
者

と
、
地
域
と
つ
な
が
る
関

係
人
口
を
３
千
人
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
本
市
も
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
生
か
し
「
北
の
近

江
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
補
助
金
」 

も
活
用
し
て
、

関
係
人
口
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○持続可能な農業活動の推進について
〇米原市の人口減少対策について

録画配信
はこちら

安
定
し
た
農
業
生
産
活
動

が
で
き
る
施
策
は

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を

遅
く
す
る
た
め
の
施
策
は

無線操縦の草刈り機導入で、作業の効率化を図る

堀江　一三　議員
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○働く保護者を支える仕組みについて

問　
事
業
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

答　
国
の
「
小
学
校
休
業

等
対
応
助
成
金
」 

で
は
、

事
業
主
を
通
じ
て
助
成
金

を
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

「
お
願
い
し
づ
ら
い
」な
ど

の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
小
学
校
等
の

臨
時
休
業
お
よ
び
利
用
自

粛
要
請
に
伴
っ
て
、
家
庭

で
保
育
を
行
う
た
め
に
無

給
の
休
暇
取
得
や
休
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
保
護
者

へ
の
生
活
支
援
を
目
的
に
、

実
施
し
ま
し
た
。

問　
支
給
実
績
は
。

答　
２
年
度
は
４
月
か
ら

５
月
ま
で
、
３
年
度
は
８

月
か
ら
翌
年
の
３
月
末
ま

で
を
対
象
期
間
と
し
実
施

し
ま
し
た
。
支
給
実
績
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問　
事
業
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

答　
無
給
期
間
の
生
活
不

安
を
解
消
し
、
安
心
し
て

療
養
ま
た
は
自
宅
待
機
が

で
き
る
よ
う
実
施
し
ま
し

た
。
対
象
者
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

陽
性
者
ま
た
は
濃
厚
接
触

者
で
、
無
給
休
業
と
な
り

休
業
手
当
や
傷
病
手
当
な

ど
の
公
的
な
給
付
を
受
け

て
い
な
い
労
働
者
ま
た
は

個
人
事
業
主
で
す
。

問　
支
給
実
績
は
。

答　
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日

ま
で
の
期
間
、
実
施
し
ま

し
た
。
支
給
実
績
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

問　
本
年
度
の
実
施
予
定

は
。

答　
現
時
点
で
、
事
業
を

実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

再
び
行
動
制
限
が
要
請
さ

れ
る
な
ど
、
現
状
と
異
な

る
状
況
が
生
じ
た
と
き
は
、

市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
支
援
策
を
検
討
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し

ま
す
。

問　
子
ど
も
の
看
護
の
た

め
に
無
給
で
休
ま
ざ
る
を

得
な
い
保
護
者
の
支
援
の

実
施
は
。

答　
平
常
時
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
よ
う
な
長
期
間
の

無
給
休
暇
を
取
得
す
る
よ

う
な
状
況
の
想
定
は
無
く
、

現
時
点
で
、
新
た
な
補
助

制
度
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
看
護
休
暇
を
取
得
す

る
市
内
の
事
業
所
へ
の
支

援
策
は
。

答　
育
児
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
７
月
に
市
内
の
従
業

員
20
人
以
上
の
企
業
、
事

業
所
を
対
象
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

で
は
、
育
児
休
業
を
取
得

し
や
す
い
雇
用
環
境
の
整

備
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
事
業
者
の
割
合
は

約
67
％
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
前
回

の
調
査
で
は
対
象
と
し
て

い
な
か
っ
た
小
規
模
事
業

所
に
お
け
る
育
児
休
業
や

子
の
看
護
休
暇
な
ど
の
育

児
に
関
す
る
雇
用
環
境
の

詳
し
い
実
態
把
握
は
で
き

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、 

今

後
、
労
働
者
の
就
労
環
境

に
関
す
る
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
実
態
把
握

に
努
め
、
必
要
な
施
策
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

録画配信
はこちら

市
内
の
事
業
所
の
支
援

策
に
つ
い
て

学
校
休
業
等
緊
急
応
援

金
支
給
事
業
の
目
的
と

実
績

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

濃
厚
接
触
者
等
無
給
休

業
支
援
事
業
の
目
的
と

実
績

振角　大祐　議員

学校休業等緊急応援金
支給事業の支給実績

人数 支給総額 平均額

２年度 71人 約428万円 約6万円

３年度 130人 約525万円 約4万円

新型コロナウイルス濃厚接触者等
無給休業支援事業の支給実績

人数 支給総額 平均額

４年度 549人 約2087
万円

約3万
8千円
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問　
伊
吹
山
テ
レ
ビ
で
給

食
セ
ン
タ
ー
の
会
計
年
度

任
用
職
員（
給
食
調
理
員
）

の
募
集
を
よ
く
見
る
。
４

年
度
に
時
間
単
価
を
見
直

す
等
、
処
遇
改
善
を
行
っ

た
が
、
そ
の
後
の
雇
用
状

況
は
ど
う
か
。

答　
４
年
度
に
お
い
て
、

５
人
の
給
食
調
理
員
を
採

用
し
ま
し
た
が
、
家
庭
の

事
情
等
に
よ
り
７
人
が
退

職
さ
れ
た
た
め
引
き
続
き

給
食
調
理
員
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
人
手
不
足
解
消
の
た

め
、 

調
理
員
を
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
す
る
等
の
検
討

は
。

答　
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
協
力
し
、
市
内
の
子

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
お
い
し

い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
一
丸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
面
は
、
こ
の
体
制
を
維

持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

ま
す
の
で
、
調
理
員
の
補

充
を
外
部
委
託
に
求
め
る

よ
う
な
検
討
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

問　
年
度
に
よ
っ
て
従
事

さ
れ
て
い
る
調
理
員
・
栄

養
士
の
人
数
が
異
な
る
。

栄
養
士
も
含
め
て
適
正
な

人
数
を
伺
う
。

答　
調
理
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、
東
部
は
栄
養
士

３
人
、調
理
員
21
人
、西
部

は
栄
養
士
２
人
、
調
理
員

16
人
が
必
要
な
人
数
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
本
年
度
か
ら
新
規
で

３
７
４
９
万
９
千
円
の
予

算
を
計
上
し
、
炊
飯
調
理

業
務
を
委
託
す
る
事
と
な

っ
た
。
そ
の
経
緯
と
予
算

の
詳
細
、
ま
た
今
後
も
継

続
し
て
委
託
す
る
の
か
。

答　
調
理
員
の
業
務
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
年
間
需
要
数
量

の
米
飯
を
購
入
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
予
算
に
つ
い

て
は
、
米
の
購
入
か
ら
炊

飯
ま
で
の
調
理
作
業
と
市

内
の
各
小
中
学
校
や
認
定

こ
ど
も
園
ま
で
配
送
す
る

す
べ
て
の
経
費
を
含
ん
だ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
現
在
休
止
し
て
い
る

炊
飯
ラ
イ
ン
の
現
状
は
。

甲
賀
市
水
口
町
に
あ
る
業

者
か
ら
米
飯
を
購
入
し
て

い
る
が
、
交
通
事
情
等
に

よ
り
運
べ
な
い
時
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、

こ
の
不
測
の
事
態
に
備
え

て
、 

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
現
状
は
目
視
に
よ
る

点
検
と
、
他
の
調
理
ラ
イ

ン
と
同
様
に
年
１
回
の
保

守
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
不
測
の
事
態
に
備
え
、

両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
飯

入
り
カ
レ
ー
や
コ
ー
ン
ス

ー
プ
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

問　
４
年
度
の
労
働
災
害

の
発
生
件
数
と
改
善
点
は
。

答　
軽
微
な
も
の
で
し
た

が
２
件
あ
り
ま
し
た
。
注

意
喚
起
に
つ
い
て
は
、
毎

日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
作

業
開
始
前
の
点
検
時
に
各

自
が
安
全
作
業
の
確
認
を

行
い
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
共
通
認
識
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

問　
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
食
材
の
丁
寧
な
洗
浄

や
調
理
工
程
で
の
目
視
検

査
な
ど
、
異
物
混
入
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

ま
た
調
理
員
は
、
指
定
の

作
業
着
を
着
用
し
、
調
理

場
へ
の
入
室
の
際
は
、
エ

ア
ー
カ
ー
テ
ン
に
入
り
、

粘
着
ロ
ー
ラ
ー
で
付
着
物

を
除
去
し
異
物
の
持
ち
込

み
を
防
い
で
い
ま
す
。
外

部
か
ら
の
来
所
者
に
は
、

入
所
記
録
表
の
記
入
と
手

指
消
毒
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。

○学校給食センターの運営について

録画配信
はこちら

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て

山口　久志　議員

フードディフェンスとは
　食品を意図的に汚染等から保護することで

す。物理的、生物学的、化学的、人的、運用上の

セキュリティなどの、各種懸念事項を対象と

しています。

給食の一例

炊飯ライン（東部給食センター）
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問　
推
進
室
廃
止
の
影
響

は
。

答　

庁
内
連
携
体
制
を

堅
持
し
、 

経
験
を
生
か
し
、

適
時
適
切
な
人
員
配
置
を

行
い
、 

準
備
を
進
め
ま
す
。

問　
発
熱
の
対
応
は
。

答　
県
の
受
診
・
相
談
セ

ン
タ
ー
が
、
24
時
間
の
相

談
体
制
を
継
続
し
ま
す
。

医
療
機
関
は
受
診
前
に
電

話
な
ど
で
相
談
し
指
定
す

る
方
法
で
受
診
し
ま
す
。

問　
学
校
で
の
対
応
は
。

答　
「
換
気
の
確
保
」
と

「
手
洗
い
等
の
手
指
衛
生

等
の
指
導
」
の
み
継
続
し

ま
す
。
運
動
会
や
そ
の
他

の
行
事
は
、
安
易
に
コ
ロ

ナ
前
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

行
事
の
目
的
や
教
育
的
意

義
の
再
確
認
を
行
い
、
働

き
方
改
革
の
観
点
も
考
慮

し
、
学
校
で
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
ま
し
た
。

問　
高
齢
施
設
等
の
集
団

感
染
の
対
応
は
。

答　
感
染
者
周
囲
の
人
の

検
査
や
、
感
染
拡
大
期
等

の
従
事
者
へ
の
集
中
的
検

査
が
行
政
検
査
と
し
て
継

続
さ
れ
ま
す
。
状
況
を
注

視
し
、
対
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　
ト
ラ
ブ
ル
は
。

答　
他
人
の
情
報
の
誤
登

録
と
い
っ
た
問
題
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
デ
ジ
タ
ル
化
の
効
果

の
見
え
る
化
を
。

答　
事
業
の
効
果
を
数
値

化
し
、
適
切
な
事
業
評
価

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。

問　
取
り
組
み
は
。

答　
「
ス
マ
ホ
安
全
教
室
」

で
、
親
子
で
ネ
ッ
ト
の
危

険
性
や
い
じ
め
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
提
供
し
て

い
る
学
校
や
、
生
徒
会
で

啓
発
に
努
め
て
い
る
中
学

校
も
あ
り
ま
す
。
保
護
者

や
関
係
機
関
と
連
携
し
児

童
生
徒
の
「
ネ
ッ
ト
・
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

問　
市
は
い
つ
聞
い
た
の

か
。

答　
今
年
１
月
13
日
に
担

当
職
員
が
来
庁
さ
れ
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
よ
り
遠

隔
地
の
案
内
セ
ン
タ
ー
か

ら
切
符
販
売
な
ど
の
窓
口

対
応
を
行
う
も
の
で
す
。

駅
利
用
者
へ
の
広
報
を
徹

底
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

問　
ト
ラ
ブ
ル
時
は
関
个

原
駅
の
担
当
者
が
来
る
ま

で
待
つ
の
か
。

答　
利
用
客
を
お
待
た
せ

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

臨
機
応
変
な
対
応
を
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問　
委
託
の
検
討
は
。

答　
近
江
長
岡
駅
は
検
討

し
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
駅

で
の
乗
車
券
の
券
売
委
託

事
業
は
継
続
し
ま
す
。

問　
環
境
悪
化
は
生
じ
な

い
か
。

答　
近
江
長
岡
交
番
が
24

時
間
体
制
で
の
運
用
を
始

め
て
お
り
連
携
し
て
地
域

安
全
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

○新型コロナ感染症５類移行に伴う対応
○マイナカードをめぐる
　　　　　　　トラブルやスマホの危険性の認識
○近江長岡駅の無人化

録画配信
はこちら

発
熱
の
場
合
の
相
談
窓

口
・
診
療
方
法
は

小
中
学
校
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ト
ラ
ブ
ル
は

高
齢
施
設
等
で
の
集
団
感

染
の
場
合
の
対
応
は

学
校
教
育
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ス
マ
ホ
の
危
険
性
教
育

近
江
長
岡
駅
の
遠
隔
案
内

シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

醒
个
井
駅
︑
柏
原
駅
の
乗

車
券
の
券
売
委
託
事
業
は

無
人
化
で

環
境
悪
化
は
生
じ
な
い
か

効
率
化
や
財
政
メ
リ
ッ
ト

の
見
え
る
化
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
は

藤田　正雄　議員

近江長岡駅トイレ。出入口前がJR関係車両の駐
車場であるため目隠し状態。安全とは言い難い。

近江長岡駅トイレ前に放置されている自転車



市議会だより 20

会派名 天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 会派に属さない議員

構成人数等 7 人 ４人 ２人 振角大祐 細野正行

収
入

内訳
交付額 1,128,000 576,000 288,000 144,000 144,000
その他 ( 利息 ) 7 4 0 0 0
収入合計 1,128,007 576,004 288,000 144,000 144,000

支
出

内訳

調査研究費 55,173 141,024 0 0 0
研修費 49,000  0 196,180 15,000 25,275
広報費 514,500 135,000 259,680 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 0
資料作成費 500,555 150,134 18,440 0 0
資料購入費 19,800 27,698 0 140,381 142,450
支出合計 1,139,028 453,856 474,300 155,381 167,725

自己負担額 11,021 0 186,300 11,381 23,725
返還額 0 122,148 ０ 0 0

　政務活動費とは… 　使い道は…　交付額は…

　地方自治法に基づいて市議会議員の調査研
究その他の活動に資する経費の一部として交
付されるものです。
　交付対象や額、交付の方法、政務活動費を充
てることができる経費の範囲は、「米原市議会
政務活動費の交付に関する条例」に定められて
います。

　ページ下段の表のとおり、
先進地調査等に要する交通費
や宿泊費、研修会などへの参
加費、広報紙の印刷費や折込
手数料、事務用品費、活動に必
要な書籍の購入などに使われ
ています。

議員１人あたり
月１万2千円

　「会派」または「会
派に属さない議員」
に対して交付されま
す。

令和４年４月分から令和５年３月分までの
政務活動費を精算しました。

● 政務活動費の収支報告一覧表　（会派の構成は、令和５年３月末時点のものです。）

● 政務活動費を充てることができる主な経費

単位：円

※残額があった場合は返還し、支出額が交付額を超える場合は自己負担しています。

令和４（2022）年度
政務活動費収支報告

項　目 内　容 例

調査研究費 市の事務に関する調査研究・調査委託に要する経費
調査研究のために必要な先進地調査、現地調査に要する経費

交通費、旅費、宿泊費、
調査委託費等

研修費 研修会の開催に必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要
する経費

講師謝金、会場費、参加費、
交通費等

広報費 活動・市政について市民へ報告するために要する経費 印刷費、新聞折込手数料等

要請・陳情活動費 要請・陳情活動を行うために要する経費 交通費、旅費、宿泊費、
資料印刷費等

資料作成費 活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷費、事務用品費等
資料購入費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 書籍購入等
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５
月
８
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
、
第
２
類
相

当
の
感
染
症
か
ら
「
第
５
類
感
染
症
」
に
な
り
ま
し
た
。
５
類
に
な
っ
た
と
い

う
だ
け
で
、
わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
不
安
に
思
う
こ
と
は
残
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、わ
が
国
や
わ

が
米
原
市
の
課
題
や
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、国
や
多
く
の
地
方
は
、こ
れ
ま
で
最
優
先
だ
っ
た
、経
済

の
動
き
を
抑
制
し
、
命
を
優
先
す
る
対
策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
命
と

経
済
に
向
き
合
い
な
が
ら
、持
続
可
能
な
未
来
を
見
据
え
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
国
連
が

掲
げ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
流
れ
が
加
速
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
、終
わ
り
の
見
え
な
い
形
で
続
く
中
、

世
界
の
不
安
定
な
経
済
状
況
や
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
問
題
、
軍
備
増
強
の
話
題

が
、連
日
の
新
聞
を
に
ぎ
わ
し
て
お
り
、不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
、

悩
ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
助
け
合
う
こ
と
や
協
力
し
あ
う
こ
と

を
大
切
に
し
、自
分
の
で
き
る
こ
と
を
、し
っ
か
り
と
見
つ
め
前
進
し
て
い
き
、

私
た
ち
の
周
囲
を
少
し
で
も
明
る
く
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
未
来
を
築
く
た
め
に
も
。	

（
鹿
取
和
幸
）

委　員　長　鹿取　和幸　　副委員長　山口　久志
委　　員　振角　大祐　　委　　員　藤田　正雄
委　　員　中川　雅史　　委　　員　山本　克巳

編
集
後
記

次回  令和５年第３回（９月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

8/30
開会
予算委員会

8/31 1 2

3 4 5
一般質問

6
一般質問

7
総務産業建設
委員会・
予算分科会

8
総務産業建設
委員会・
予算分科会

9

10 11
総務産業建設
委員会・
予算分科会

12 13
健康福祉教育
委員会・
予算分科会

14
健康福祉教育
委員会・
予算分科会

15 16

17 18 19
決算委員会

20
決算委員会

21
決算委員会

22
決算委員会

23

24 25
決算委員会

26
決算委員会

27 28 29
予算委員会

30

10/1 10/2
議会運営
委員会

10/3
閉会日

【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30
閉会日：10:15
※日程・時間は、変更する場合があります。

議 会 の 動 き
４月

11日	 議会だより編集委員会
13日	 第88回近畿市議会議長会定期総会
18日	 議会だより正副委員長会議
19日	 ２常任委員会協議会
25日	 議会運営委員会
27日	 議会デジタル化広聴推進委員会

５月
　1日	 議会運営委員会
　2日	 第2回臨時会
	 議員全員協議会、予算常任委員会（全体会）
	 総務産業建設常任委員会
11日	 行政視察受入(長野県東御市)
17日	 ２常任委員会協議会
24日	 行政視察受入(三重県津市)
26日	 議会運営委員会
29日	 議員全員協議会、議会デジタル化広聴推進委員会
30日	 湖北広域行政事務センター
	 新一般廃棄物処理施設整備運営事業報告会

６月
　2日	 議会運営委員会
　5日	 第2回定例会【初日】
	 全員協議会、予算常任委員会（全体会）
	 議会だより編集委員会
　8日	 第2回定例会【2日目】一般質問
　9日	 第2回定例会【3日目】一般質問
12日	 健康福祉教育常任委員会・予算分科会
14日	 全国市議会議長会　定期総会等
15日	 全国共済会　代議員会
16日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
19日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
26日	 予算常任委員会（全体会）
27日	 議会運営委員会
28日	 第2回定例会【最終日】
	 議員全員協議会、決算特別委員会

議 会 の 傍 聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、代表・一般質問、閉会日の本会議の
模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会



環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

第18回米原市芸術展覧会　【市議会議長賞】
受賞おめでとうございます。

　【書部門】
「江雪」　中山　怜子　様

　【絵画部門】
「夜のパリの空から」　日比野　千恵子　様

　【彫刻・工芸部門】
「なつかしい想い」　室谷　すて美　様

第18回米原市芸術展覧会の「市議会議長賞」
受賞作品をご紹介する目的で掲載しています。
作品を写真撮影し、印刷したものであるため、
実際の作品の色味、サイズ等とは異なるもので
あることをご容赦ください。

【写真部門】　「飛躍」　堀内　久和　様


